
一　
（
那
珂
川
の
）川
下
に
車
塚
が
あ
り
、こ
れ
を
上
侍
塚
と
世
間
で
は
申
し
伝
え
て
い
る
。

塚
の
頂
上
は
長
さ
十
二
間（
２
２
メ
ー
ト
ル
）で
、た
だ
し
北
か
ら
南
方
向
に
長
い
。東
か

ら
西
方
向
へ
は
八
間（
１
４
メ
ー
ト
ル
）。地
形
は
北
か
ら
南
へ
三
十
間（
後
方
部
長
さ
５
４

メ
ー
ト
ル
）、東
か
ら
西
へ
二
十
八
間（
後
方
部
幅
５
０
メ
ー
ト
ル
）、こ
の
塚
か
ら
前
へ
出

る
よ
う
に
築
い
た
長
さ
が
二
十
一
間（
く
び
れ
部
の
長
さ
３
８
メ
ー
ト
ル
）、横
方
向
に
築

い
た
長
さ
が
二
十
四
間（
前
方
部
幅
４
３
メ
ー
ト
ル
）。

　
右
の
塚
を
五
尺（
１・５
メ
ー
ト
ル
）ほ
ど
掘
り
ま
し
た
と
こ
ろ
に
、や
じ
り
十
八
本
た

だ
し
一
寸
一
分
広
さ
四
分（
長
さ
３・３
セ
ン
チ
幅
１・２
セ
ン
チ
の
鏃
）で
鳥
の
舌
の
形
を

し
て
い
る
。か
ぶ
と
と
よ
ろ
い
の
破
片
が
五
点
。そ
の
下
を
掘
り
ま
し
た
先
の
と
こ
ろ
は
ヘ

ナ
土（
意
味
不
明
）で
塗
り
、そ
の
内
側
は
墨
が
あ
っ
て
、漆
を
練
っ
た
土
で
あ
る
。そ
の
中

に
朱（
赤
色
顔
料
）が
少
々
あ
る
。そ
の
土
の
ほ
か
に
瀬
戸
物（
陶
器
に
似
た
材
質
）の
一
寸

の
管
が
二
つ
あ
っ
て
筆
の
軸
ほ
ど
の
太
さ
で
あ
る（
長
さ
３
セ
ン
チ
の
管
玉
が
２
点
）。ま

た
焼
き
物（
に
似
た
材
質
）で
縞
模
様
の
あ
る
高
さ
七
分（
２
セ
ン
チ
）、下
部
で
径
二
寸
四

分（
７
セ
ン
チ
）、上
部
で
径
一
寸
八
分（
５
セ
ン
チ
）、輪
の
厚
さ
三
分（
１
セ
ン
チ
）、色
は

砥
石
の
よ
う
で
、縦
方
向
の
筋
と
横
方
向
の
筋
が
あ
る（
腕
輪
形
石
製
品
）。こ
の
ほ
か
に
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鉄
の
折
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、長
さ
四
寸
五
分（
１
４
セ
ン
チ
）の
破
片
１
点
、た
だ
し
ロ

ウ
の
よ
う
な
イ
ホ（
意
味
不
詳
）で
、大
き
さ
一
寸
二
分（
４
セ
ン
チ
）の
も
の
が
つ
い
て
い

る
。
　
鉄
の
折
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、た
だ
し
ホ
コ（
ヤ
リ
）の
よ
う
に
も
見
え
る
、三
寸
四
分（

長
さ
１
０
セ
ン
チ
）周
囲
四
寸（
１
２
セ
ン
チ
）で
中
に
長
い
穴
が
あ
い
て
い
て
、穴
の
脇

に
猫
の
手
の
よ
う
な
形
の
も
の
が
つ
い
て
い
る（
鉄
斧
）。直
径
二
寸
三
分（
７
セ
ン
チ
）の

鏡
が
あ
っ
て
、糸
を
上
手
に
撚
っ
た
よ
う
に
見
え
る
文
様
の
絵
が
裏
面
に
あ
る
。高
杯（
土

師
器
）１
点
、大
き
な
や
じ
り
が
一
本
あ
っ
て
長
さ
三
寸
、広
さ
一
寸
一
分
で
あ
る（
長
さ
９

セ
ン
チ・幅
３
セ
ン
チ
の
大
き
な
鉄
鏃
）。よ
ろ
い
の
板
が
一
枚
あ
っ
て
二
寸
八
分
横
八
分（

長
さ
８・５
セ
ン
チ・幅
２・４
セ
ン
チ
）。こ
の
他
に
鎧
の
破
片
が
二
十
二
枚
、刀
の
折
れ

た
も
の
が
一
つ
、刀
の
つ
か（
手
に
持
つ
部
分
）の
方
の
破
片
が
一
つ
あ
る
。

上
侍
塚
古
墳
の

位
置
と
大
き
さ

鉄
製
の

武
器
と
武
具

土
師
器
の
高
杯

管
玉
と

腕
輪
形
石
製
品

粘
土
の
説
明
？

不
明
鉄
製
品

鉄
斧

鏡鉄
製
の

武
器
と
武
具


